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種類の教訓の抽出を促す学習講座の実践
―学習内容と問題解決方略の記述に関して―
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問題と目的

学習者が授業だけでなく，一人で勉強する際にも

主体的に学ぶために必要な学習方略の つが，教訓

帰納である。教訓帰納とは，問題解決や学習内容に

関して，または問題を間違えた場合の間違えた理由

に関しての教訓を引き出す方略である（市川， ）。

植阪（ ）や小湊（ ）など，教訓帰納に関

する研究があるなかで，教訓の「質」をいかに高め

るかという問題が残されている。教訓には，「学習内

容」や「問題解決方略」に関する つの教訓がある。

「学習内容」に関しては，理由や根拠を踏まえてい

る定義や公式に関する教訓，また，「問題解決方略」

に関する教訓は，問題文の整理に必要な方略に関す

る教訓を引き出す必要があるだろう。そこで，本研

究では，学習者が 種類の教訓を引き出せるための

学習講座を実施し，抽出される教訓の質を評価した。

方 法

介入方法

年 月 日から 日間， 県の公立小学校に

通う小学 年生 人を対象とし，大学で開発した

学習講座で教訓帰納を教授した。講座では，算数（速

さ）を題材に，教訓を引き出す際に「学習内容」と

「問題解決方略」に関する教訓を区別して抽出する

ことを 日目で教授した。残りの日程では，複数の

文章題解決や話し合い活動を通じて学習の際に公式

の成り立つ理由を考えることや，問題内容を整理す

る方法が重要であることを教授し，抽出される教訓

の質の向上を試みた。なお，小学生の研究参加に対

しては，保護者の了承を得るため，保護者の方に研

究参加同意書にサインをしてもらった。

評価方法

学習者の意識面と教訓の記述面の つを介入の前

後で比較した。意識面に関しては，介入の前後で質

問紙調査を実施した。市川他（ ），西村他（ ）

を参考に 項目を作成し，それぞれの項目について，

件法で回答を求めた。教訓の記述面に関しては，

学習内容と問題解決方略に関する記述をそれぞれル

ーブリックで評価した。例えば，問題内容に関する

記述は，学んだ知識を記していない記述を ，理由

や根拠を含めず学んだ知識を記した記述を ，理由

や根拠を含めて学んだ知識を記した記述を とした。

結果と考察

意識調査に関しては，介入の前後の調査で得られ

た得点をもとに 検定を行った。その結果，失敗活

用志向の向上が有意であり（（ ） ），

成功分析志向の向上が有意な傾向（ （ ）

），ふり返りを重要視することの向上に有意な

傾向（ （ ） ）が見られた。このこと

から，講座を通して，参加者のふり返りに対する意

識の向上が見られたと言えるだろう。

教訓の記述面に関しては，「学習内容」と「問題解

決方略」の つに分けて教訓の記述を集計し， 日

目と 日目に分けて ～ の記述数を算出した（

）。介入の前後で記述の比率に違いがあるかを調べ

るため， 検定を行ったところ，学習

内容に関する記述でも（𝑥𝑥2 ， ）問題解決方

略に関する記述でも有意差は見られなかった

（𝑥𝑥2 ， ）。記述内容に関しては，公式を丸

写しするだけで，理由や根拠が書かれていない記述

が多かった。また，問題に適した方略を記すことが

できていても，実際に次回以降応用問題が出た時に

活用できるは不明である。以上のことから今後は，

教訓の「質」の定義や評価基準を見直し，講座の内

容を変更・吟味した上で改めて研究を続けていくこ

とが必要だろう。

教訓の記述面に関する比率

（学習内容） 合計

日目

日目

％ ％ ％

％ ％ ％

（問題解決方略） 合計

日目

日目

％ ％ ％

％ ％ ％
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